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Legitimität や Legitime Herrschaft の訳語として適切であるという（水林は合法律性と合法性とい
う訳では混乱が生じるとして、Legitime Herrschaft を正当性支配、Legitimität を正当性、Legale 




















林は「社会学の基礎概念」における Legitimität 論は、① Legitime Herrschaft 論よりも一層包括的
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な、「支配」をその一部として含む様々な社会関係を規範の観点から観察する Legitime Ordnung 論
として展開されていること、②  Legitime Ordnung は、「法（Recht）」のみならず、「習律
(Konvention)」と命名された現象も含むことを指摘する。その上で「法社会学」「支配の社会学」
に言及し、『経済と社会』の「法社会学」「支配の社会学」（旧稿）と「社会学の基礎概念」（新稿）
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 ＜１＞ 理解（＝了解）とは一般に何か 
 一般に Verstehen 理解（＝了解）とは何だろう。まず第一に重要なのは、ヴェーバー理論におい
て、Verstehen 理解（＝了解）と Einverständnis（諒解）は違うということである。日本語の場合、
「了解」も「諒解」も語義的にはまったく同じであり、Verstehen と Einverständnis という語幹の共
通したドイツ語に、「了解」「諒解」という訳語があてられたために誤解が生じやすくなっている。
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 「説明的理解」について、“理解とは、一方で、②説明的理解のことを指す場合もある。私たちは、  
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性論文」を中心に解読し、現実を認識する際にたどる段階を次の 4 つに要約している。 
 
 1  ある意味を持った文化形象に関連する、仮説的な「諸法則」や「諸因子」を（他の個性的な形
象と対比させながら）確定するという予備段階 
 2  それらの未整理の諸因子の個々の集合が、意義を持った集合の形になり、その意義の根拠と特
性とが＜理解＞可能になるように、分析し、整理記述する段階 
 3   〔そして整理された〕個々の諸因子の集合の現在の特性が歴史的にいかに成立したかを、「同様
に整理された」過去の諸因子の集合にまで遡ることによって、説明する段階 
 4  将来に起こりうる状態の評価の段階 
 
 中野は 2 の段階を「価値分析」、 3 の段階を「因果的解釈」と呼んでいる。矢野は価値分析は中
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風に表現すれば、身体医学的診断は Evidence Based Medicine に親和的であり、一方、精神病理学
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 たとえば、思索する体系主義者 Systematiker による世界像についての＜合理化＞、すなわち、
次第に精密さを増す抽象概念によって現実を支配すること、を考えるか。それとも、適合的な手段
についての計測をますます正確にすることによって、ある与えられた特定の実践的目的を方法的に
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 1 「合理化」・「合理主義」を一方向的・特殊的にとらえる解釈（ベンディクス） 
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 2 「合理化」・「合理主義」を一方向的・普遍的にとらえる解釈（パーソンズ） 
 3 「合理化」・「合理主義」を他方向的・特殊的にとらえる解釈―（A）「合理化の段階説」（テンブ
ルック）、（B）「合理主義の段階説」（シェルフター） 
 4 「合理化」・「合理主義」を多方向的・偏在的にとらえる解釈（折原、矢野） 
 















た。こうしたテキスト分析から、上記 1 、2 の＜合理化＞解釈は誤りであるとしている。 
 
  3 の「合理化」・「合理主義」の解釈はヴェーバーが「合理化」や「合理主義」という用語を、
より一般的な概念として使っていたとするものであり、＜合理＞概念の間に段階的な発展を読みと
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 行為者（患者）の主観的目的合理性＝〔目的合理性 A ＋価値合理性 A（A’＋X）〕と研究者（治療
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性 A ’と有機的に関連しているのみならず、目的合理性 Aにも影響を与えているのである。 
 精神療法では葛藤外の自我機能（問題や対象と心的距離がとれる自我部分）が重要な役割を果た
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性 A／価値合理性 A＊目的合理性 B／価値合理性 B〕と精神療法的診断の〔整合合理性 A／目的合理
性 B〕は不可分にかかわっている。つまり、精神療法では精神療法的診断としての非対称的な〔整
合合理性 A／目的合理性 B〕と、治療者と患者が社会的行為（コミュニケーション）を同一平面上で
















現代福祉研究 第10号（2010. 3） 
































ヴェーバーの理解社会学と精神科学 (精神病理学／精神療法学)( 1 ) 
―ヴェーバー理論に混在する二つの方法論と「諒解」概念に欠けているもの― 
































現代福祉研究 第10号（2010. 3） 
































ヴェーバーの理解社会学と精神科学 (精神病理学／精神療法学)( 1 ) 
―ヴェーバー理論に混在する二つの方法論と「諒解」概念に欠けているもの― 
































現代福祉研究 第10号（2010. 3） 























 内観 3 項目は実に巧妙な仕掛けである。母親と内観者の関係から言えば、相互の関係は、母親
から「してもらったこと」「迷惑をかけられたこと」、母親に「して返したこと」「迷惑をかけた
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ただく」姿勢に終始する。内観者の 1 週間の生活は、面接者とその妻から 3 食を配膳・下膳して
もらい、こまごまと配慮や世話を受け、まさに「してもらう」ことばかりで、「迷惑をかけてい
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合理性 A〕と面接者の〔目的合理性 B／価値合理性 B〕が深くかみ合い、次元を超えて〔目的合理
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  a  価値公理の抽出 討議参加者の立場を個々の評価について言明＝分節化するだけでなく、そ
の理由の違いからさかのぼって、ゆくゆくは、自分の判断についての究極の原理や根拠（＝価値公
理）まで違いを把握していく。 
  b  価値公理に該当する態度決定のカズイスティーク化 a とは逆に、価値公理からその人の
個々の態度決定を導く際の寄与。 
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